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4. 研究課題の概要（300 字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

 

本研究では、文化の視点から舞踊をとらえ、文理融合的アプローチから、東南アジアの民族舞踊を対象とし

たデジタル・アーカイブ構築モデルを提示する。従来の舞踊アーカイブでは、映像と舞踊のスコア（舞踊譜）を

同時に保存するのが一般的であるが、本研究では、立命館大学ＡＲＣのモーションキャプチャシステムを用いて

取得した舞踊の三次元動作データと同大学の多視点デジタル映像収録機器を用いた映像、さらに舞踊譜とい

う、多様なデータを含む新しいタイプの舞踊アーカイブ構築を行う。ことを目的とする。 

舞踊譜による記譜に関しては、同じく立命館大学で開発された舞踊譜ラバノーテーション（Ｌａｂａｎｏｔａｔｉｏｎ）

による記譜のためのシステムＬａｂａｎＥｄｉｔｏｒを、バリ舞踊の記譜と動作再現に適用できるように拡張する予定で

あったが、本年度は、行えなかった。また、研究代表者の体調不良により、本年度は、バリ舞踊を事例としたデ

ジタル・アーカイブ構築モデルの提示にとどまった。 

 ARC にモーションキャプチャの最新の機材が導入されたら、再度、応募したいと考えている。 
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5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

 

2015 年 9 月の来日に合わせて、バリ舞踊のモーションキャプチャ計測、および、3 方向同時撮影ビデオによる

ビデオ撮影の実験を行った。バリ舞踊の中でも，ブバンチアン Bebancian という，女性による男振りの舞踊の計

測を中心に行った。モーションキャプチャ計測の概要は次のとおりである。撮影日時：2015 年 9 月 17 日、場所：

立命館大学アート・リサーチセンター多目的室、演技者：１．Partini 氏（インドネシア国立芸術大学デンパサー

ル校 ISI Denpasar 元教授）２．日本人バリ舞踊家（舞踊歴 20 年以上、バリ島在住）３．佐藤真知子（バリ舞踊歴

１年、お茶の水女子大学大学院生、プロジェクトメンバー）の３名である。 

 モーションキャプチャの撮影機材は、MotionAnalysis Rapter-12 1200、カメラ台数 16 台、リファレンスカメラ 4

台を用いて、小島一成と神奈川工科大学のスタッフが行った。（神工大のモーションキャプチャシステムを用い

た）。また、ARC の 3 方向同時撮影システムを用いて、拠点研究員の山路氏らの協力のもと、バリ舞踊の映像の

撮影も合わせて行った。 

ネイティブのバリ人によるモーションキャプチャの事例は少なく、データとしても貴重なものであると考える。高

解像度な映像による記録とさらに、Labanotation（舞踊記譜法）による記録が加われば、より、密度の高いアーカ

イブの構築が可能であろう。研究への応用としては、今後、バリ人の踊り手に特有な重心移動や動きのタイミン

グ（間）の取り方や体幹の動き、上肢の各関節の使い方の相互関係といった点について、日本人のそれとの比

較なども行いながら、定量的に明らかにしたいと考えている。 

また、モーションキャプチャによる手指動作との同時計測という高度なデータを取得できたため、バリ舞踊の

手指の動きを含む複雑な上肢の動きの分析も可能になると考える。他の東南アジアの舞踊のデータ計測をする

ことができれば、東南アジアの舞踊の微妙な動きの違いやその要因もあきらかにできるのではないかと考える。 

 
 

図１. 手指のマーカ    図 2. 計測の様子（基本姿勢アグム agem）    図 3. 3 方向同時撮影ビデオ 

 

 若手研究者（大学院生）が、メンバーとしてプロジェクトに積極的に参加してくれたことも成果のひとつである。 
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